
　　子育て支援センター

　ふれあいルーム通信
　赤平市子育て支援センター２０２４年4月号 　赤ちゃん時代の絵本は「読む」より「感じる」もの。

お膝の上にだっこされて読んでもらうと、赤ちゃんは背中から感じる

読み手の心臓音や声に安心を感じるのだそうです。

　暖かい日が多くなり、雪どけも進み春の訪れを感じるようになって お母さん達からこんな声が

きました。 ・じっとしていない　～　絵本のタイミングではなかったのですね。

　いよいよ新年度のスタートとなりました。 　　　　　　　　　　　　無理強いせず、次のタイミングにしましょう。

　新しく保育所や幼稚園に通うお友達、新1年生になったお友達、 ・次々めくる　～　めくるように指が発達してきたんですね。そして

1つ上のクラスになったお友達。おめでとうございます。 　　　　　　　　　大人がめくるのをよく見ていて真似しているのかも。

　しばらくは、環境の変化で落ち着かない日があると思いますが、１日も 　　　　　　　　　成長の証です。

早く新しい生活に慣れて、たくさんの楽しみや喜びに出会えますように ・破いてしまう　～　ほかのおもちゃと同じ感覚です。さりげなく手元

願っています。 　かじってしまう　　から離し、遣うおもちゃを与えてあげましょう。

　支援センターは、入所入園やお引越ししていったお友達がいて、今は 　　　　　　　　　　破けたらテープを貼って…。数年経ったらそれも

少し寂しいですが、またたくさんの出会いがあることを願って 　　　　　　　　　　思い出の一冊です。

スタッフ一同お待ちしています。

無理のない程度に少しずつ繰り返し読んであげましょう。

支援センターでも、絵本の貸し出しをしています。いつでもご利用

ください。

・水分補給のため、水か麦茶等をお持ちください。（お家の方も） 子育て支援センターは・・・

・オムツ交換やねんね用のバスタオル等をお持ちください。 親子で触れ合いながら、お子さん同士が一緒に育ち合う友達をみつけ、

・ご利用の際はお電話ください。9：30から受け付けしています。 お母さん同士も子育ての仲間に出会える楽しい場所です。

親子遊びは10：00～12：00まで。9：30から電話で受け付けて

います。　　　TEL・FAX　　　0125－32－3551

きらきら子育て

おねがい


